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主 な 記 事 
介護保険 普通徴収の方の保険料 2面 
消防団の入退団式 2面 
29日に緑の風まつりを開催   3面 
児童福祉週間は27日から 4面 
歯の健康（シリーズ６） 4面 

DDDDD DDDDD

 

男  27，987人（-186） 
平成13年4月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  28，761人（-43） 
合計  56，748人（-229） 

世帯数  20，193世帯（-120） 

◆広報紙に掲載の写真さしあげます。ご希望の方は市広報広聴課（�64-1320）へ◆
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京奈
和自
動車
道

松井山手駅 

今
回 

開
通
す
る
区
間 

田辺西IC田辺西IC

田辺北IC田辺北IC

至八幡 

未開通 

開　通 

山
手
幹
線
は
八
幡
市
八
幡
の

国
道
１
号
か
ら
木
津
町
吐
師
の

府
道
八
幡
木
津
線
ま
で
の
長
さ

約
１６
・
４
�
の
都
市
計
画
道

路
。
府
道
八
幡
木
津
線
の
慢
性

的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
と
と
も

に
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

の
各
地
区
を
結
び
木
津
川
左
岸

地
区
の
南
北
主
軸
と
し
て
地
域

発
展
と
利
便
性
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
京
阪

道
路
な
ど
全
国
を
結
ぶ
高
速
道

路
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
な

ど
、
多
く
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

今
回
開
通
す
る
区
間
は
、
平

成
３
年
度
か
ら
京
都
府
に
よ
っ

て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
道
路
の
幅
は
２５
�
、
両
側

に
４
・
５
�
の
広
い
歩
道
を
持

つ
ゆ
と
り
の
あ
る
道
路
。
昨
年

１０
月
３０
日
に
開
通
し
た
市
道
草

内
薪
線
か
ら
国
道
３
０
７
号
間

と
つ
な
が
り
、
府
道
生
駒
井
手

線
ま
で
約
２
・
５
�
が
一
直
線

で
結
ば
れ
ま

す
。特

に
、
今

回
の
区
間
は

関
西
文
化
学

術
研
究
都
市

の
一
翼
を
担

う
同
志
社
大

学
方
面
か
ら

市
内
中
心
部

へ
の
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的

に
ア
ッ
プ
。

興
戸
地
区
を

中
心
に
起
こ

る
慢
性
的
な

渋
滞
の
大
幅
な
緩
和
や
交
通
安

全
の
確
保
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
新
田
辺
駅
前
か
ら
市

役
所
前
を
通
り
同
志
社
大
学
周

辺
ま
で
歩
道
も
つ
な
が
り
、
散

歩
道
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と

利
用
は
２５
日
午
後
３
時
か
ら

山
手
幹
線

全
国
で
初
め
て
、
介
助
犬
を

パ
ー
ト
ナ
ー
に
車
い
す
で
大
学

京
都
府
が
府
道
八
幡
木
津
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
る
山
手
幹
線
の

う
ち
、
国
道
３
０
７
号
か
ら
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
間
（
田
辺
・
興
戸

工
区
）
１
０
２
０
�
が
完
成
し
、
４
月
２５
日
午
後
３
時
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
っ
て
、
本
市
域
の
山
手
幹
線
は
約
６０
�
が
通
行
で
き
ま
す
。

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
京
都
府
に
よ
り
、
市

内
の
山
手
幹
線
未
開
通
区
間
の

１
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し

て
、
市
道
薪
新
田
辺
線
か
ら
市

道
草
内
薪
線
間
を
中
心
に
用
地

買
収
や
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

す
。問

合
せ
先
＝
監
理
課
（
�

６４
・
１
３
４
０
）

興戸地区
慢性的な渋滞緩和へ

に
通
う
舘
林
千
賀
子
さ
ん
は
４

月
２
日
、
同
志
社
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
入
学

式
に
介
助
犬
ア
ト
ム
と
一
緒
に

出
席
。
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

入
学
式
で
八
田
英
二
学
長
は

「
激
動
の
２１
世
紀
を
切
り
開
い

て
い
か
れ
る
み
な
さ
ん
に
必
要

な
の
は
知
識
と
勇
気
で
す
」
と

新
入
生
に
祝
福
の
エ
ー
ル
。

式
を
終
え
た
舘
林
さ
ん
は

「
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
ま
し
た
。
入
学
式
は
ど
き

ど
き
し
ま
し
た
。
緊
張
が
ア
ト

ム
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
、「
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
入
っ
て
学
生
生
活

を
楽
し
み
た
い
。
将
来
は
、
何

か
を
人
に
伝
え
る
仕
事
に
関
わ

り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

入学式を終えてキャンパス内を移動する
舘林さんと介助犬アトム（同志社大学）

理
解
求
め
社
協
の
集
い
に
も
参
加

ま
た
、
舘
林
さ
ん
と
ア
ト
ム

は
３
月
３０
日
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
市
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
「
障
害
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」
に
参
加

し
市
民
と
交
流
。「
色
々
お
世

話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

介
助
犬
へ

の
理
解
を

求
め
る
た

め
、
落
ち

た
財
布
を

拾
う
な
ど

彼
女
を
手

助
け
す
る

ア
ト
ム
の

様
子
を
披

露
。会

場
か

ら
は
「
頑

張
っ
て
ね
」

と
励
ま
し

の
声
が
あ

が
っ
て
い

ま
し
た
。

「
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
」

「
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
」 

「
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
」

舘林さんと
介助犬アトム

２５
日
の
開
通
に
向
け
工
事
が
進
む
山
手
幹
線
（
同
志
社
大
学
北
側
か
ら
田
辺
方
面
を
望
む
）

アトムの仕事を披露する舘林さん（市社会福祉センター）
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市
内
の
で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、 

催
し
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く 

だ
さ
い 

　
　
　
京
田
辺
市
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
） 

【テニス】
日時・競技内容＝▼5月20日�午前9時30分から・一般

男子ダブルスと壮年女子ダブルス▼5月27日�午前9時か
ら・一般女子ダブルスと壮年男子ダブルス▼6月10日�午
前9時から・混合ダブルスとコンソレーション
場所＝田辺公園テニスコート
参加費＝1ペア2000円
対象＝市内に在住・通勤・通学する高校生以上の人
しめきり＝5月5日（こどもの日）午後5時
申込方法＝ 市社会体育協会事務局（田辺中央体育館内）

へ申込書と参加費を持参してください。
申込・問合せ先＝市社会体育協会事務局（〒610－0331

京田辺市田辺丸山19、田辺中央体育館内、�62・1501、
�62・1534）

市民総体に参加しませんか 市民総体に参加しませんか 

【バレーボール男子の部】
日時＝5月27日�午前9時から
場所＝田辺中央体育館
対象＝市内に在住・通勤・通学する高校生以上の人
チーム構成＝12人（ただし、高校生は３人以内）
しめきり＝5月7日�午後5時
申込方法＝ 市社会体育協会事務局（田辺中央体育館内）

へ申込書を持参していただくか、郵送・ファクスで申し
込んでください。
抽選を試合当日の午前9時10分から田辺中央体育館で行

います。
申込・問合せ先＝市社会体育協会事務局（〒610－0331

京田辺市田辺丸山19、田辺中央体育館内、�62・1501、
�62・1534）

日時＝5月17日・24日・31
日・6月7日・14日、いずれも
木曜日の午後７時から約2時間
30分
場所＝スポルト新田辺ボウ

リング場
参加費＝1人2000円
参加資格＝過去に参加して

いない人
定員＝42人（先着順）
申込方法＝スポルト新田辺

に直接申し込んでいただくか、
市社会体育協会事務局に、電
話もしくはファクスで申し込
んでください。
申込・問合せ先＝市社会体

育協会事務局（田辺中央体育
館内、�62・1501、�62・
1534）

水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
下
表
の
と
お
り

指
定
工
事
店
を
追
加
し
ま
し

た
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
今
年

も
労
働
保
険
料
の
申
告
時
期
が

き
ま
し
た
。
『
労
働
保
険
概

算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
』
に

よ
る
期
限
は
、
５
月
２１
日
�
ま

で
で
す
。

お
早
め
に
申
告
納
付
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
、
申
告
受
付
会
場
ま
た
は
、

京
都
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

電話番号 

水道指定工事店 
名称 住所 

53-9364�城陽環境開発 宇治市莵道西隼上り3番地の3

52-0254�洛南設備工業所 城陽市富野南清水60番地の1

長尾水道� 
（072）
857-6110

枚方市長尾元町2丁目 
13番10号 

㈲松尾商店 82-2234
綴喜郡井手町大字多賀 
小字下川28番地の1

署
や
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
労
働
局

（
�
０
７
５
・
２
４
１
・
３
２

１
３
）

在
日
外
国
人

ざ
い
に
ち
が
い
こ
く
じ
ん

の
高こ

う

齢れ
い

・
重
度
障
害
者

じ
ゅ
う
ど
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の

方か
た

に
特
別
給
付
金

と
く
べ
つ
き
ゅ
う
ふ
き
ん

在
日
外
国
人
高
齢
者

ざ
い
に
ち
が
い
こ
く
じ
ん
こ
う
れ
い
し
ゃ
お
よ

び
重
度
障
害
者

じ
ゅ
う
ど
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
方か

た

に

特
別
給
付
金

と
く
べ
つ
き
ゅ
う
ふ
き
ん
が
支
給

し
き
ゅ
う

さ
れ
ま

す
。昭

和
し
ょ
う
わ

５７
年ね

ん
（
１
９
８
２
年ね

ん
）

の
国
民
年
金
法
改
正

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
ほ
う
か
い
せ
い

に
よ
っ

て
、
国
籍
条
項

こ
く
せ
き
じ
ょ
う
こ
うが
取と

り
除の

ぞ
か
れ

在
日
外
国
人

ざ
い
に
ち
が
い
こ
く
じ
ん

の
方か

た

も
国
民
年
金

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

に
加
入

か
に
ゅ
う

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
正

た
い
し
ょ
う

１５
年ね

ん

４

月が
つ

１
日
以
前
生

に
ち
い
ぜ
ん
う

ま
れ
の
高
齢

こ
う
れ
い

者し
ゃ

、
ま
た
は
、
昭
和

し
ょ
う
わ

５７
年ね

ん

４
月が

つ

１
日
以
前

に
ち
い
ぜ
ん

に
２０
歳さ

い

に
達た

っ

し
て
い

た
重
度
障
害
者

じ
ゅ
う
ど
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

の
方か

た

は
、

国
民
年
金

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

を
受う

け
ら
れ
な
い

状
況

じ
ょ
う
き
ょ
うに
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
市

ほ
ん
し

で
は
、
こ

の
よ
う
な
人ひ

と

に
対た

い

し
て
国
民
年

こ
く
み
ん
ね
ん

金
法

き
ん
ほ
う

の
改
正

か
い
せ
い

な
ど
に
よ
っ
て
救

き
ゅ
う

済さ
い

さ
れ
る
ま
で
の
間あ

い
だ
、
市
独
自

し
ど
く
じ

の
暫
定
的

ざ
ん
て
い
て
き

な
措
置

そ

ち

と
し
て
、
申し

ん

請せ
い

を
す
る
こ
と
で
特
別
給
付
金

と
く
べ
つ
き
ゅ
う
ふ
き
ん

が
支
給

し
き
ゅ
う

さ
れ
ま
す
。

申
請

し
ん
せ
い

・
問
合

と
い
あ
わ

せ
先さ

き

＝
国
保
こ
く
ほ

在日外国人特別給付金（ざいにちがいこくじんとくべつきゅうふきん）概要（がいよう）

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

年
金
課

ね
ん
き
ん
か

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金国 保 年 金   と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 国　際 
交　流 

国 保 年 金  

開催日 テーマ 曜
日 

時
間 主な内容 

リラックスして 
気軽に 
 

楽しく仲良く 

どうせやるなら 
カッコよく 

どうせやるなら 
上手になろう 

楽しく 
もっと楽しく 

い
ず
れ
も
木
曜
日 

午
後
７
時
か
ら
２
時
間
30
分 

５月17日 

５月24日 

５月31日 

６月７日 

６月14日 

 ★ボウリングの基本★ボールの 
選び方★ストレッチング 

★ストライク・スペアの狙い方 
★スコアの付け方 

★アベレージとハンデイの説明 
★３ゲームスコアリング 

★フリー投球とコーチ 
★３ゲームスコアリング 

★全体復習 
★３ゲームスコアリング 

◎ボウリング教室の日程 

た
な
べ
緑
の
風
作
業
所
は
、「
地
域
で

生
き
る
〜
第
２
作
業
所
と
生
活
の
場
づ
く

り
に
向
か
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
ご

ろ
の
活
動
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
、
第
３
回
「
緑
の
風
ま
つ

り
」
を
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り
の
日
）

場
所
＝
た
な
べ
緑
の
風
作
業
所
（
興

戸
御
垣
内
９２
）

時
間
＝
午
前
１１
時
〜
午
後
４
時

内
容
＝
興
戸
区
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
・
親
の
会
・
作
業
所
利
用
者
に
よ

る
模
擬
店
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

問
合
せ
先
＝
た
な
べ
緑
の
風
作
業
所

（
�
６３
・
７
８
９
２
）

昨年4月22日に行われた「緑の風まつり」

カラオケ大会や模擬店４月29日

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う

Kyotanabe    Information    Square情報スクエア 情

５
月
17
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料

早
め
に
申
告
納
付
を 給付金額

きゅうふきんがく

支給対象者
しきゅうたいしょうしゃ

高齢者特別給付金
こうれいしゃとくべつきゅうふきん

大正
たいしょう

15年
ねん

4月
がつ

1日
にち

前生
ぜ ん う

まれで昭和
しょうわ

57年
ねん

1月
がつ

1日
にち

に外国人
がいこくじん

登録
とうろく

をしていた方
かた

月額
げつがく

１万円
まんえん

昭和
しょうわ

57年
ねん

1月
がつ

1日
にち

に20歳
さい

もしくは同日以前
どうじついぜん

に初診日
しょしんび

のある重度障害者
じゅうどしょうがいしゃ

(1・2級
きゅう

および知的障害
ちてきしょうがいしゃ

A)で外国
がいこく

人登録
じんとうろく

をしていた方
かた

重度障害者特別給付金
じゅうどしょうがいしゃとくべつきゅうふきん

月額
げつがく

３万
まん

6000円
えん

支払期間
しはらいきかん

および期月
きつき

申請日
しんせいび

の属
ぞく

する翌月
よくげつ

から年
ねん

2回
かい

10月
がつ

、4月
がつ

申請日
しんせいび

の属
ぞく

する翌月
よくつき

から年
ねん

2回
かい

10月
がつ

、4月
がつ

支給停止
しきゅうていし

(1)国民年金
こくみんねんきん

の額
がく

が1万円
まんえん

を超
こ

えて受給
じゅきゅう

(2)生活保護
せいかつほご

を受給
じゅきゅう

している期間
きかん

(3)在日外国人重度障害者特別給付金
ざいにちがいこくじんじゅうどしょうがいしゃとくべつきゅうふきん

を受給
じゅきゅう

老齢福祉年金支給要件
ろうれいふくしねんきんしきゅうようけん

の所得制限
しょとくせいげん

(本人
ほんにん

)159万
まん

5000

円以下
えんいか

(1)国民年金
こくみんねんきん

の額
がく

が3万
まん

6000円
えん

を超
こ

えて受給
じゅきゅう

(2)生活保護
せいかつほご

を受給
じゅきゅう

している期間
きかん

障害福祉年金支給要件
しょうがいふくしねんきんしきゅうようけん

の所得制限
しょとくせいげん

339万
まん

8,000円未満全額支給
みまんぜんがくしきゅう

、同額
どうがく

～436万
まん

2000

円
えん

1/2支給
しきゅう

期

限

は

５
月
21
日
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寄

付

 

人

事

人

事

 

表

彰
 

人

事

平
成
１２
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
家
族
だ
け
で
行
う
に
は
負

担
の
大
き
い
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
い
、
利
用
者
の
希
望
に
よ
り
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
国
の
特
別
対
策

で
１３
年
９
月
ま
で
半
額
徴
収
。
１０
月
か
ら
は
全
額
の
保
険
料
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。４
月
１
日
号
で
は
特
別
徴
収
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

１５
日
号
で
は
普
通
徴
収
の
保
険
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
介
護
保
険
室
（
�
６４
・
１
３
３
７
）

普
通
徴
収

普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料

保
険
料
 

普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
 

普
通
徴
収
の
対
象
と
な
る
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
額

が
年
額
１８
万
円
未
満
の
場
合

②
年
度
途
中
（
４
月
１
日
以

降
）
で
本
市
の
第
１
号
被
保
険

者
に
な
っ
た
場
合
（
６５
歳
年
齢

到
達
や
転
入
な
ど
）

③
４
月
１
日
の
時
点
で
、
特

別
徴
収
の
対
象
と
な
る
老
齢
退

職
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
（
遺
族
年
金
・
障
害
年

金
・
老
齢
福
祉
年
金
の
み
の
受

給
者
な
ど
）

④
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
支

払
額
が
æ‚
年
金
担
保
貸
付
返
済

中
の
た
め
年
金
支
払
が
な
く
な

っ
た
場
合
æ„
差
止
・
支
給
停
止

な
ど
に
よ
り
、
年
額
１８
万
円
未

満
の
場
合

⑤
前
年
度
の
２
月
時
点
で
特

別
徴
収
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

４
月
か
ら
９
月
に
納
付
す
べ
き

保
険
料
が
あ
る
の
に
特
別
徴
収

（
仮
徴
収
）
が
行
わ
れ
て
い
な

い
場
合
。
な
お
、
年
度
途
中
に

特
別
徴
収
の
中
止
事
由
に
該
当

し
た
人
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
以

降
の
期
間
は
普
通
徴
収
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

平
成
１２
年
度
中
に
６５
歳
に
な

ら
れ
た
方
や
本
市
に
転
入
さ
れ

て
き
た
方
で
、
平
成
１３
年
４
月

１
日
現
在
、
老
齢
退
職
年
金
を

徴
収
の
納
期

普
通
徴
収
の
納
期
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

消防団  消防団  

新たに 65人を任命 新たに 65人を任命 
平
成
１３
年
度
市
消
防
団
の
入

退
団
式
が
４
月
１
日
に
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
久
村
哲
市
長

や
中
川
進
議
会
議
長
・
柳
田
正

廣
団
長
を
は
じ
め
消
防
関
係
者

ら
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
柳
田
団
長
か
ら

新
役
員
４２
人
と
新
入
団
員
３０
人

に
任
命
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。新

入
団
員
を
代
表
し
て
谷
口

泰
章
さ
ん
（
松
井
）
が
「
法
令

と
良
心
に
従
い
、
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
防

災
へ
の
意
気
込
み
を
表
明
し
ま

し
た
。

ま
た
、
２７
人
の
退
団
者
に
は

感
謝
状
や
記
念
品
を
贈
り
、
長

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

連
帯
納
付
の
義
務

普
通
徴
収
に
よ
る
保
険
料
の

納
付
義
務
は
第
１
号
被
保
険
者

に
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
と
配

偶
者
が
連
帯
納
付
義
務
を
負
い

ま
す
。

高
齢
者
に
か
か
わ
る

悩
み
ご
と
の
相
談
会

府
立
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
に
か
か
わ
る

悩
み
事
に
つ
い
て
の
相
談
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

相
談
名
・
日
時
・
相
談
員
＝

▼
生
活
福
祉
相
談
・
毎
週
月
〜

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０
分
・
職
員
▼
財
産
管
理
等
の

相
談
・
毎
月
第
１
、
３
木
曜
日

午
後
１
〜
４
時
・
弁
護
士
▼
一

般
法
律
相
談
・
毎
月
第
２
木
曜

防災の意気込み心にいだき

介 護 保 険

１０
月
か
ら
全
額
徴
収
に

ゆ
ず
り
ま
す

①
木
製
学
習
机
の
い
す
②
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
③
子
ど
も
用
す
べ

り
台
（
有
料
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
壁
掛
け
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
（
長
さ
約
１
�
）
②
ベ
ビ
ー

カ
ー
Ａ
型

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

団長から任命辞令を受ける新入団員（中央公民館）

６５
歳
以
上

保
険
料
の
特
別
対
策
が
終
了

て
く
て
く
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
を

片
手
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

京
田
辺
市
・
精
華
町
・
木
津

町
で
組
織
す
る
学
研
都
市
行
政

連
絡
会
は
、
文
化
・
学
術
・
自

市は、次の事項に該当する場合、第1号被保険者本人
（65歳以上の方）の保険料の徴収猶予や減免を行います。
①本人またはその世帯主が、風水害・火災などの災害

で、住宅・家財などについて著しい被害を受けた場合
②本人の属する世帯の世帯主が事業の休廃止・失業・

病気で長期療養などにより、収入が著しく減少した場合
③「住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者」および

「住民税世帯非課税」の方のうち、収入が少なく、資産
などを活用しても生活が著しく困窮している場合（生活
保護受給者を除きます）
④刑務所などに収監され、期間が2か月を超える場合
⑤国外に居住している期間が1年未満である場合（た

だし、海外旅行は除きます）

65歳以上 第1号被保険者本人の保険料

期  別 

第1期分 

第2期分 

第3期分 

第4期分 

第5期分 

期  別 納　期 

平成13年7月2日 

平成13年7月31日 

平成13年8月31日 

平成13年10月1日 

平成13年10月31日 

納　期 

平成13年11月30日 

平成13年12月28日 

平成14年1月31日 

平成14年2月28日 

平成14年3月29日 

■普通徴収の納期 

第6期分 

第7期分 

第8期分 

第9期分 

第10期分 

徴収猶予や減免を活用 徴収猶予や減免を活用 

◎
京
田
辺
市
・
同
教
育
委
員

会
・
同
消
防
本
部
（
４
月
１
日

付
け
）

【
部
長
級
】
総
務
部
長
（
福

祉
部
長
）
稲
川
俊
明
▽
福
祉
部

長
（
同
部
次
長
）
河
村
晴
行

【
課
長
級
】
産
業
立
地
準
備

室
長
（
政
策
推
進
課
主
幹
）
橋

本
善
之
▽
管
財
防
災
課
長
（
同

課
長
補
佐
）
木
元
稔
▽
税
務
課

指
導
主
幹
《
収
納
担
当
》
・
国

保
年
金
課
指
導
主
幹
《
国
保
税

収
納
担
当
》
兼
務
（
管
財
防
災

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
１０
月
か

ら
自
動
的
に
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。

課
長
）
平
島
俊
和
▽
清
掃
衛
生

事
業
室
長
（
同
室
長
・
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
事
務
所

長
・
同
セ
ン
タ
ー
天
王
碧
水
園

事
務
所
長
事
務
取
扱
兼
務
）
森

秀
昭
▽
教
育
総
務
課
指
導
主

幹
・
施
設
係
長
事
務
取
扱
兼
務

（
社
会
教
育
課
指
導
主
幹
）
水

山
久
▽
教
育
総
務
課
指
導
主
幹

（
職
員
課
統
括
主
幹
）
小
山
順

義
▽
社
会
教
育
課
指
導
主
幹
・

市
立
中
央
図
書
館
長
事
務
取
扱

兼
務
（
同
課
指
導
主
幹
）
中
村

和
男
▽
予
防
課
長
・
指
導
係
長

事
務
取
扱
兼
務
（
同
課
長
・
警

防
係
長
事
務
取
扱
兼
務
）
澤
村

和
男【

所
長
級
】
職
員
課
統
括
主

幹
（
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
）
須

小
淳
子
▽
同
和
対
策
室
三
山
木

福
祉
会
館
長
・
三
山
木
老
人
い

こ
い
の
家
所
長
兼
務
（
介
護
保

険
室
長
補
佐
）
井
上
孝
夫
▽
清

掃
衛
生
事
業
室
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
事
務
所
長
・
清

掃
衛
生
事
業
室
統
括
主
幹
兼
務

(

同
室
長
補
佐
）
安
岡
隆
司
▽

清
掃
衛
生
事
業
室
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
天
王
碧
水
園
事
務
所

長
・
同
室
統
括
主
幹
兼
務
（
社

会
体
育
課
統
括
主
幹
）
大
西
安

彦
▽
清
掃
衛
生
事
業
室
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
緑
泉
園
事
務
所
長

（
同
和
対
策
室
三
山
木
福
祉
会

館
長
）
山
方
勝
博
▽
田
辺
幼
稚

日
午
後
１
〜
４
時
・
弁
護
士
▼

医
療
相
談
・
毎
月
第
２
水
曜
日

午
後
１
〜
４
時
・
精
神
科
医

相
談
料
＝
無
料

相
談
方
法
＝
生
活
福
祉
相
談

の
み
来
所
・
電
話
な
ど
で
行
い

ま
す
。
そ
の
他
の
相
談
は
来
所

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
財
産
管
理
等
の

相
談
・
一
般
法
律
相
談
・
医
療

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�
０

７
５
・
２
２
１
・
１
１
６
５
）

園
長
（
田
辺
東
幼
稚
園
長
）
厚

見
和
子
▽
田
辺
東
幼
稚
園
長

（
大
住
幼
稚
園
教
頭
）
尾
崎
裕

子
▽
消
防
署
北
部
出
張
所
長

（
同
署
同
出
張
所
長
・
同
署
同

出
張
所
第
１
係
長
事
務
取
扱
兼

務
）
松
本
保
弘

然
・
産
業
な
ど
こ
の
地
域
の
魅

力
が
ギ
ュ
ッ
と
つ
ま
っ
た
「
て

く
て
く
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
発
行
し
、

無
料
で
お
わ
け
し
て
い
ま
す
。

配
布
・
問
合
せ
先
＝
政
策
推

進
課
（
�
６４
・
１
３
１
０
）

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 

 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 
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市
は
、
次
代
を
担
う
児
童
が

心
身
共
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
を
願
い
、
４
月
２７
日
�

か
ら
５
月
１３
日
�
ま
で
「
市
児

童
福
祉
週
間
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
家
庭
・
学

校
・
関
係
機
関
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

日
時
＝
４
月
２７
日
�
午
前
１０

時
〜
１０
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
公
園
ヒ
コ
ー
キ

ラ
ン
ド

日
時
＝
４
月
２７
日
�
午
前
１０

時
３０
分
〜
１１
時

場
所
＝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

児童福祉週間が始まります 
健やかに生まれ育つことを願い
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F
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今
月
号
は
「
歯
な
ら

び
・
矯
正
治
療
」
に
つ

い
て
で
す
。

◆
正
常
咬
合

こ
う
ご
う

・
不
正

咬
合

こ
う
ご
う普

段
の
お
し
ゃ
べ
り

や
笑
顔
の
と
き
に
見
え

る
、
虫
歯
の
な
い
整
っ

た
歯
な
ら
び
は
と
て
も

健
康
的
で
す
が
、
学
校

や
職
場
な
ど
で
歯
な
ら

び
に
自
信
の
あ
る
と
い

う
人
は
、
意
外
に
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

健
康
な
歯
な
ら
び
で

あ
る
と
、
し
っ
か
り
物
を
噛
む
（
そ
し
ゃ

く
す
る
）
こ
と
が
で
き
、
歯
み
が
き
も
し

や
す
い
た
め
に
、
む
し
歯
や
歯
ぐ
き
の
病

気
（
歯
周
病
）
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
下
の
正
し
い
位
置
で
接
触
す
る
も
の

を
正
常
咬
合
（
せ
い
じ
ょ
う
こ
う
ご
う
）

と
い
い
、
前
後
に
ず
れ
て
い
た
り
重
な
っ

て
い
る
と
き
は
不
正
咬
合
（
ふ
せ
い
こ
う

ご
う
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
受
け
口
」「
で
こ
ぼ
こ
」

「
出
っ
歯
」「
す
き
っ
歯
」
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
見
た
目
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、「
顎
関

節
症
（
が
く
か
ん
せ
つ
し
ょ
う
）」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
い
時
間
を
か

け
て
全
身
に
影
響
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
一
度
鏡
に
映
っ
た
歯
な
ら
び

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◆
矯
正
治
療

矯
正
治
療
は
不
正
咬
合
を
正

し
い
歯
な
ら
び
に
な
お
す
こ
と

で
す
。
お
お
ま
か
に
「
乳
歯
が

あ
る
と
き
」
と
「
永
久
歯
に
な

っ
て
か
ら
」
の
２
つ
の
治
療
時

期
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の

場
合
も
あ
れ
ば
、
両
方
の
治
療

が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
２
年
間
以
上
の

治
療
期
間
と
な
り
ま
す
。

矯
正
治
療
に
は
年
齢
制
限
が

あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
に
な
っ
て

か
ら
治
療
を
受
け
る
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
矯
正
治
療
の

普
及
に
と
も
な
い
、
治
療
装
置

の
改
良
は
急
速
に
進
ん
で
い

て
、
昔
に
比
べ
る
と
か
な
り
快
適
に
な
っ

て
い
ま
す
。

治
療
費
に
関
し
て
は
、
口
唇
口
蓋
裂

（
こ
う
し
ん
こ
う
が
い
れ
つ
）
や
顎
変
形

症
（
が
く
へ
ん
け
い
し
ょ
う
）
に
よ
る
不

正
咬
合
を
除
き
、
通
常
健
康
保
険
の
適
応

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
治
療
費
は

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
相
談
時
期
・
開
始
時
期

「
矯
正
治
療
を
し
た
方
が
い
い
で
す
か
」

「
い
つ
頃
始
め
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」

「
料
金
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
」
と
い
う

質
問
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

一
番
知
り
た
い
と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
な

の
で
す
が
、
不
正
咬
合
の
程
度
や
あ
ご
の

骨
の
成
長
は
個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
相

談
・
診
察
し
て
か
ら
で
な
い
と
お
答
え
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
年
齢
制
限

は
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
相
談
は
早
め

に
行
か
れ
る
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

お
近
く
の
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
、

小
児
歯
科
や
矯
正
歯
科
の
先
生
に
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
ま

す
の
で
、
そ
の
な
か
で

自
分
に
最
適
の
治
療
が

見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

上
顎
前
突

う
わ
あ
ご
ぜ
ん
と
つ

（
出
歯
）

下
顎
前
突

し
た
あ
ご
ぜ
ん
と
つ

（
受
け
口
）

開
咬

か
い
ご
う

そ
う
生

（
八
重
歯
）
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いろいろな不正咬合 治療の相談・診察はお早めに

出
演
＝
人
形
劇
団
ぷ
く
ぷ
く

日
時
＝
５
月
５
日
（
こ
ど
も

の
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
＝
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

無
料
開
放
の
対
象
者
＝
市
内

に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１９

歳
ま
で
の
人
。
た
だ
し
、
そ
れ

大
住
中
吹
奏
楽
部
の

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

大
住
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、

第
１４
回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り

の
日
）
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学
新

島
記
念
講
堂

入
場
料
＝
無
料

く
わ
し
く
は
、
大
住
中
学
校

（
�
６２
・
８
８
８
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
舞
踊
発
表
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
は
、
第
１５
回
市

民
舞
踊
発
表
会
の
参
加
者
を
募

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日 

野
外
活
動
に 

親
し
む
日 

こ
い
の
ぼ
り

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ
あ
げ 

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ 人

形
劇 

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日 

野
外
活
動
に 

親
し
む
日 

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ 人

形
劇

人
形
劇 

人
形
劇 

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日 

野
外
活
動
に

野
外
活
動
に 

親
し
む
日

親
し
む
日 

野
外
活
動
に 

親
し
む
日 

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ 人

形
劇 

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
古
典
舞
踊
▼
歌
謡

舞
踊
▼
民
謡
踊
り
▼
バ
レ
エ

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

申
込
方
法
＝
市
文
化
協
会
舞

踊
部
長
　
松
葉
か
、
市
文
化
協

会
事
務
局
に
電
話
ま
た
は
、
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
５
月
１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
市
文

化
協
会
舞
踊
部
長
　
松
葉
（
�

６２
・
５
０
２
５
）
▼
市
文
化
協

会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
、

�
６４
・
１
３
９
３
）

市
文
化
協
会
は
、
サ
ー
ク
ル
交
流
会
「
第

９
回
青
葉
の
集
い
」
を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
揃
い
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
】

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り
の

日
）
・
３０
日
（
振
替
休
日
）
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
（
Ｋ
Ｏ
Ｎ,
Ｓ
鉄
道
ク
ラ
ブ
の

み
）
・
中
央
公
民
館

出
展
サ
ー
ク
ル
＝
▼
Ｋ
Ｏ
Ｎ,
Ｓ

鉄
道
ク
ラ
ブ
▼
と
ん
ち
の
里
ハ
ム

ク
ラ
ブ
▼
と
う
ち
く
�
わ
�
の
絵

手
紙
ク
ラ
ブ
▼
京
田
辺
写
真
ク
ラ

ブ

【
歌
謡
・
舞
踊
ジ
ョ
イ
ン
ト
発
表
】

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り
の

日
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

【
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
】

日
時
＝
４
月
２９
日
（
み
ど
り
の

日
）
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

【
舞
台
発
表
】

日
時
＝
４
月
３０
日
（
振
替
休
日
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
▼
市
文
化
協
会

サ
ー
ク
ル
部
長
　
和
泉
（
�
６２
・

５
１
１
７
）
▼
岩
本
（
�
６２
・
２

５
０
９
）

ダンスパーティーや舞台発表

■頭痛
■鼻づまり・いびき
■肩こり・腰痛
■ホルモンのバランスがくずれる
■手足のしびれ・むくみ
■顔と姿勢のゆがみ　　　　など

噛み合わせが
悪いとこんな
ことが・・・

野外活動センター無料開放（去
年の市福祉児童週間）

木
津
川
に
親
し
も
う

河
川
生
態
学
術
研
究
会
木
津

以
外
の
人
は
半
額
（
１
０
０
円
）

で
利
用
で
き
ま
す
。

内
容
＝
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
（
費
用
＝
１
０
０
円
）
・

ク
ラ
フ
ト
教
室
（
篠
笛
作
り
・

材
料
費
＝
５０
円
）
・
子
ど
も
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
の
披
露

小
学
生
以
下
の
児
童
は
保
護

者
同
伴
で
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
�
６２
・
２
８

１
６
）

開
催
日
＝
５
月
５
日
（
こ
ど

も
の
日
）

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
▼

午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分
▼
夜
間
の
部
…
午
後

５
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

対
象
者
＝
児
童
・
生
徒
の
み

小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
、
ま
た
夜
間
の
部
で
の
中

学
生
以
下
の
利
用
も
、
保
護
者

同
伴
に
な
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
１３
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
主
張
大
会
…
小
・

中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
や
、
主
張
し
た
い
こ
と
を

発
表
し
ま
す
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
…
田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
コ

ス
モ
ス

田
辺
公
園
プ
ー
ル

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日

無
料
の
日 

野
外
活
動
に 

親
し
む
日 

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日 

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ 人

形
劇 

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

田
辺
公
園
プ
ー
ル 

無
料
の
日 

野
外
活
動
に 

親
し
む
日 

こ
い
の
ぼ
り 

あ
げ 人

形
劇 

京
田
辺
市

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会

子
ど
も
の
主
張
大
会 

京
田
辺
市 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

田
辺
公
園
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
子
ど
も
ら
（
去
年
の
市
児
童
福
祉
週
間
）

好天のなか野だてを楽しむ参加者
ら（一休寺）

児
童
を
乗
せ
て
走
り
出
す
バ
ス
（
高

船
地
区
バ
ス
回
転
場
）

桜・菜の花を満喫
第2回花見ウォーク
市観光協会主催の第２回花

見ウォークが４月７日に開か
れ、絶好の花見日和のなか、
およそ７００人が参加。一休
寺から甘南備山を経由して観
音寺までの約７�のコース
を、それぞれのスタイルで楽
しんでいました。
野だてが催された一休寺で

抹茶を味わった奈良市から参
加の女性は「おいしかった」
と話し、満開の桜と菜の花畑
が美しい観音寺では、タケノ
コ鍋の試食に長い行列ができ
ていました。

長年の願いが実現
高船地区バス路線開通
４月６日、高船地区への路線

バス乗り入れの開通式が、新設
されたバス回転場で、地元
のみなさんや関係者ら約１
００人が集まり行われまし
た。
式では、久村市長のあい

さつの後、「長年の願いが
実現しました。これから高
齢者や区民の交通手段とし
て積極的に利用させていた
だきます」と区長の岡田清
次さんが喜びの言葉。普賢
寺小学校６年岡田瑞穂さん
から運転手さんに花束が贈
呈され、通学する普賢寺小学校の児童らが早速バスに乗り込み、
第一便が出発しました。

川
研
究
グ
ル
ー
プ
（
後
援
＝
教

育
委
員
会
）
は
、
木
津
川
の
生

態
研
究
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２８
日
	
午
後
１

時
〜
５
時

場
所
＝
▼
第
１
部
…
培
良
中

学
校
▼
第
２
部
…
木
津
川
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着
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０
人

参
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費
＝
無
料

持
ち
物
＝
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靴
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た
は
濡
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て
も
い
い
靴
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込
・
問
合
せ
先
＝
国
土
交

通
省
淀
川
工
事
事
務
所
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